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容を実演した方が記憶成績が高まる“実演効果 (enactment effect) "について、 2 つの大きな目的をもって実験を
実施した。 1 つは、実演効果の認知処理機序の解明を目的とした研究である。本論文ではこの目的のために、 MEG
(Magnetencepharography) を用いた機能的脳画像実験と失行症患者を対象とした認知神経心理学的研究を実施し





第 1 章 実演効果に関するこれまでの研究と理論













第 2 章 実演効果に関する機能的脳画像研究
実演効果に運動感覚情報が関与しているのかどうかを明らかにするために これまでに EEG
(electroenphalogram :脳電図)、 PET (positron emission tomography :陽電子放射断層法)、fMRI (functional 
magnetic resonance imaging :機能的磁気共鳴映像法)を用いた機能的脳画像研究が報告されている。これらの研究
は再活性化説に従って、実演条件における運動感覚情報の関与を検討するもので、あった。再活性化とは、符号化時に




そこで第 2 章では、品1RI や PET よりも時間分解能が優れ、また EEG よりも空間分解能が優れている MEG を用






有意に短かった。 MEG データについては、左一次運動野 (BA (Broadman's Area) 4) に実演条件で言語条件より
も大きな神経活動が推定された。この結果は、符号化された運動感覚情報が検索時に再活性化していることを裏付け
ている。また運動感覚情報の再活性化は、再認刺激呈示後 170・250 ms という早い段階でみられ、その神経活動は行
為の時間的・空間的特徴の処理を担う左頭頂葉に伝播していた。さらに実演条件では、右頭頂皮質 (BA7、 BA40) 、










第 3 章 実演効果に関する認知神経心理学的研究






ず、目的に沿って運動を遂行できない状態をいう。そしてこの失行症は、 Russ et al. (2003) が実演効果の神経基盤
の中枢であると考察した縁上回の病巣で起こることが報告されている。もし、 Russet al. (2003) が主張するように、
実演効果の生起に運動フ。ログラムといった行為の特徴に関する処理が重要であるならば、失行症患者には実演効果が













第 4 章 実演効果を説明する新たな認知処理モデルの構築
第 4 章では、第 2 章の MEG の実験、第 3 章の失行症患者を対象とした実験、そして実演効果に関する先行研究を
もとに、実演効果の認知処理機序を説明する符号化と検索の 2 つのモデ、ルを新たに構築した。本論文で構築したモデ







第 5 章 実演効果の記憶リハビリテーション応用に関する検討













AD 患者に実演効果がみられるかどうか、 2) 記憶の保持に実演効果が及ぼす影響、 3) 実演効果だけでなく、道具の
呈示と行為の観察が記憶成績に及ぼす影響、 4) 記憶の正確性に実演効果、道具の呈示、行為の観察が及ぼす影響に

































実演効果の認知処理機序の解明を目指した研究で、は、国内外で初めて脳磁場計測 (MEG: magnetoencephalogram) 
を用い実演効果に関する研究を実施した。その結果、運動感覚情報が実演効果の生起に重要であること、また非言語
的な検索処理が運動感覚情報によって促進されることが示された。また、失行症患者を対象とした認知神経心理学的
実験を実施し、実演効果に行為表象の処理が関与していることを明らかにした。失行症患者を対象とした実演効果に
関する研究はこれまでに報告されておらず、オリジナリティのある実験である。
さらに、実演効果の社会的応用を目指して、アルツハイマー病患者を対象とした実験を行い、記憶リハビリテーシ
ョン方法としての実演効果の有効性を示唆した。
以上、当論文は実験方法の斬新性、得られた結果の新規性、結果の社会への応用性から、博士(人間科学)の学位
の授与に十分に値するものと判定した。
